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埼
玉
県
八
潮
市
で
一
月
に
下
水
道
管
の
腐
食
が

原
因
と
み
ら
れ
る
県
道
の
陥
没
事
故
が
発
生
し
、

北
海
道
を
は
じ
め
と
す
る
全
国
で
下
水
道
管
の
老

朽
化
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
る
。
管
の
耐
用
年
数

は
五
〇
年
で
、
道
内
で
は
二
〇
三
〇
年
前
後
か
ら

多
く
の
自
治
体
で
老
朽
化
が
進
む
と
み
ら
れ
て
い

る
。
た
だ
、
人
口
減
で
下
水
道
事
業
は
厳
し
さ
を

増
し
て
お
り
、
補
修
に
必
要
な
財
源
を
確
保
す
る

の
は
容
易
で
は
な
い
。
ま
も
な
く
迫
り
来
る
危
機

に
ど
う
対
応
す
る
の
か
。
自
治
体
自
身
の
工
夫
は

も
ち
ろ
ん
、
国
の
支
援
も
欠
か
せ
な
い
。

　
八
潮
市
で
の
事
故
は
、
地
下
一
〇
メ
ー
ト
ル
に

あ
る
大
型
の
下
水
道
管
が
破
損
し
て
土
砂
が
流
入

し
、
地
中
に
で
き
た
空
洞
が
原
因
で
道
路
が
陥
没

し
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。
ト
ラ
ッ
ク
が
転
落
し
、

七
〇
代
の
男
性
運
転
手
が
死
亡
す
る
痛
ま
し
い
事

態
に
発
展
し
た
。

　
こ
の
事
故
を
機
に
、
下
水
道
管
の
老
朽
化
問
題

が
一
気
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
八
潮
市
で
の
問
題
の
管
は
耐
用
年
数
の
五
〇

年
に
は
達
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
腐
食
が
進
ん
で

い
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。
五
〇
年
に
満
た
な
い
管

で
も
こ
う
し
た
危
険
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
の

な
ら
ば
、
五
〇
年
を
超
え
た
管
に
対
す
る
懸
念
が

高
ま
る
の
は
必
然
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
国
土
交
通

省
に
よ
る
と
、
二
二
年
度
は
全
国
で
道
路
陥
没
事

故
が
約
一
万
件
発
生
。
こ
の
う
ち
約
一
四
〇
〇
件

が
下
水
道
に
起
因
し
て
い
た
。
身
近
な
と
こ
ろ
に

危
険
は
潜
ん
で
い
る
。

散 射 韻

が
難
し
い
と
な
れ
ば
ど
う
な
る
か
。
市
民
生
活
に

は
ね
返
っ
て
く
る
。
す
で
に
道
内
で
は
下
水
道
料

金
を
値
上
げ
す
る
動
き
も
出
始
め
て
い
る
。

　
深
川
市
は
四
月
、
実
に
二
七
年
ぶ
り
と
な
る
下

水
道
使
用
料
の
値
上
げ
に
踏
み
切
っ
た
。
市
の
下

水
道
事
業
は
昨
年
ま
で
の
一
〇
年
間
で
使
用
料
収

入
が
約
四
千
万
円
減
少
し
て
お
り
、
平
均
二
五
％

引
き
上
げ
た
。

　
札
幌
市
も
五
月
中
旬
、
安
定
経
営
の
た
め
、
三

〇
％
の
値
上
げ
が
必
要
と
の
試
算
を
公
表
し
た
。

北
見
市
で
も
住
宅
用
の
使
用
料
を
一
二
九
円
値
上

げ
す
る
改
定
案
を
審
議
中
。
早
け
れ
ば
来
年
度
か

ら
値
上
げ
す
る
見
通
し
だ
。

　
政
府
は
国
土
強
靱
化
の
次
期
計
画
に
、
腐
食
の

あ
る
管
の
改
修
を
三
〇
年
度
ま
で
に
完
了
さ
せ
る

と
い
う
目
標
を
盛
り
込
む
方
針
。
現
在
、
下
水
道

管
の
改
修
で
二
分
の
一
を
補
助
す
る
な
ど
財
政
支

援
し
て
い
る
が
、
こ
れ
で
は
十
分
で
は
な
い
。
よ

り
一
層
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
や
補
助
率
の
か
さ
上
げ

が
必
要
だ
ろ
う
。

　
も
ち
ろ
ん
、
自
治
体
の
創
意
工
夫
も
欠
か
せ
な

い
。
秋
田
県
で
は
県
と
全
二
五
市
町
村
、
民
間
企

業
が
共
同
出
資
し
て
下
水
道
の
管
理
保
全
会
社
を

立
ち
上
げ
た
。
老
朽
管
の
調
査
や
工
事
計
画
を
担

う
こ
と
で
会
社
は
安
定
収
入
を
確
保
し
、
自
治
体

側
は
業
務
を
ま
と
め
て
発
注
し
て
コ
ス
ト
を
抑
制

し
て
い
る
。安
易
な
値
上
げ
に
走
る
の
で
は
な
く
、

住
民
の
負
担
と
不
安
を
解
消
す
る
不
断
の
取
り
組

み
を
続
け
て
も
ら
い
た
い
。　
　
　
　
　

＜
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道
内
に
あ
る
公
共
下
水
道
な
ど
の
下
水
道
管
全

長
約
三
万
三
千
キ
ロ
の
老
朽
化
率
（
耐
用
年
数
の

五
〇
年
が
経
過
し
た
管
の
割
合
）
は
、
一
三
％
に

及
ぶ
。
こ
れ
は
、
全
国
平
均
の
七
％
よ
り
高
い
。

道
内
で
公
共
下
水
道
の
老
朽
化
率
が
最
も
高
い
の

は
室
蘭
市
（
三
一
・
五
％
）。
次
い
で
高
い
の
は
、

札
幌
市
（
一
七・九
％
）、江
別
市
（
一
五・七
％
）、

苫
小
牧
市（
一
五・六
％
）、函
館
市（
一
五・四
％
）

な
ど
。
整
備
が
先
行
し
た
市
部
で
顕
著
と
な
っ
て

い
る
。

　
室
蘭
市
の
場
合
、
下
水
道
管
は
全
長
五
六
五
キ

ロ
で
、
一
七
八
キ
ロ
が
五
〇
年
を
超
え
て
い
る
。

更
新
や
修
繕
に
毎
年
一
〇
億
円
程
度
の
予
算
を
計

上
す
る
が
、
進
む
の
は
毎
年
一
キ
ロ
ペ
ー
ス
で
、

改
修
を
終
え
た
の
は
一
三
キ
ロ
に
と
ど
ま
る
。
老

朽
管
を
一
気
に
直
す
の
は
到
底
で
き
な
い
と
い
う
。

公
共
下
水
道
の
総
延
長
が
道
内
最
長
の
八
一
九
四

キ
ロ
に
及
ぶ
札
幌
市
は
、
二
〇
三
二
年
に
老
朽
化

率
が
六
〇
％
に
達
す
る
見
通
し
だ
が
、
老
朽
管
を

全
て
更
新
し
て
い
く
と
、
最
大
で
年
八
八
〇
億
円

の
費
用
が
か
か
る
見
通
し
だ
。

　
北
海
道
開
発
の
名
の
下
に
社
会
資
本
整
備
が
進

み
、
道
内
の
下
水
道
管
整
備
は
一
九
八
〇
年
前
後

が
ピ
ー
ク
だ
っ
た
。
町
村
部
を
含
め
た
多
く
の
自

治
体
で
は
、
あ
と
五
年
程
度
で
下
水
道
管
の
老
朽

化
が
本
格
化
す
る「
危
機
の
時
代
」を
迎
え
る
。だ
が
、

人
口
減
で
下
水
道
料
金
収
入
が
減
少
し
て
お
り
、

小
規
模
自
治
体
は
特
に
費
用
負
担
が
大
き
い
。

　
自
治
体
で
老
朽
化
対
策
の
費
用
を
捻
出
す
る
の

下水道管老朽化　道内も危機の時代に


